
  

 

 

長
谷
寺
と
『
源
氏
物
語
』 

２
０
２
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は

『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
紫
式
部
が
主
人
公

で
す
。『
源
氏
物
語
』
は
主
に
京
都
を
舞
台
に

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
第
22

帖
玉

た
ま

鬘
か
づ
ら

の
巻

は
奈
良
県
桜
井
市
に
あ
る
長
谷
寺
が
舞
台
と

な
り
物
語
が
展
開
す
る
こ
と
か
ら
、
第
31

帖
ま
で
を
あ
わ
せ
て
「
玉
鬘
十
帖
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。 

源
氏
が
若
い
こ
ろ
に
愛
し
た
夕
顔
は
物

も
の

の

怪 け

に
取
り
憑
か
れ
、
非
業
の
死
を
遂
げ
ま
す

が
、
彼
女
に
は
源
氏
の
ラ
イ
バ
ル
、
頭
中
将

と
の
間
に
玉
鬘
と
い
う
娘
が
い
ま
し
た
。
夕

顔
の
死
後
、
彼
女
の
侍
女
だ
っ
た
右
近
は
源

氏
に
仕
え
ま
す
が
、
数
年
後
、
行
方
知
れ
ず

と
な
っ
た
玉
鬘
と
の
再
会
を
願
っ
て
長
谷
へ

詣
で
ま
す
。
そ
の
途
中
の
椿
市

つ
ば
い
ち

の
宿
で
、
や

は
り
長
谷
寺
に
詣
で
て
い
た
玉
鬘
と
偶
然
再

会
を
果
た
し
ま
す
。
作
中
で
登
場
人
物
に
「
仏

の
御
中
に
は
、
初
瀬
な
む
、日
本

ひ
の
も
と

の
中
に
は
、

あ
ら
た
な
る
験

し
る
し

あ
ら
は
し
た
ま
ふ
と
、
唐
土

も
ろ
こ
し

に
だ
に
聞
こ
え
あ
む
な
り
」
と
語
ら
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
長
谷
寺
（
初
瀬
）
が
当
時 

    す
で
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
寺
と
し
て
広
く

人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 

 

『
源
氏
物
語
』
は 

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す 

が
、
長
谷
寺
境
内
に 

は
玉
鬘
と
右
近
が
再 

会
を
喜
び
あ
い
歌
を
詠
み
あ
っ
た
場
所
と
さ

れ
る
「
二
本

ふ
た
も
と

の
杉
」
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
対
岸
に
は
玉
鬘
の
庵
跡
と
さ
れ
る
場

所
に
建
て
ら
れ
た
玉
鬘
神
社
が
存
在
し
ま
す
。

神
社
が
創
建
さ
れ
た
の
は
平
成
に
入
っ
て
か

ら
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
、
本
居
宣 

長
も
著
書
『
菅
笠

す
が
が
さ
の

日
記

に

っ

き

』
の
中
で
玉
鬘
の
庵

跡
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。 

 

『
源
氏
物
語
』
に
は
、「
二
本
の
杉
」
か
ら

参
詣
に
集
ま
っ
て
く
る
人
々
の
有
様
が
見
下

ろ
さ
れ
る
こ
と
や
、
谷
間
か
ら
吹
き
上
っ
て

く
る
秋
風
で
と
て
も
寒
い
と
い
う
描
写
が
あ

り
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
紫
式
部
自
身
も
実

際
に
長
谷
寺
に
参
詣
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

平
安
時
代
は
浄
土
思
想
が
広
ま
り
、
そ
の

た
め
多
く
の
貴
族
が
極
楽
往
生
を
願
っ
て
こ

ぞ
っ
て
寺
社
へ
詣
で
ま
し
た
。
実
際
に
、
藤 

原
道
長
が
長
谷
寺
に
参 

詣
し
た
記
録
が
当
時
の 

貴
族
の
日
記
に
も
残
さ 

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中 

で
も
、
本
尊
で
あ
る
観
音
菩
薩
は
女
人
往
生

や
現
世

げ

ん

ぜ

利
益

り

や

く

を
も
た
ら
す
と
さ
れ
た
た
め
、

多
く
の
女
性
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。『
蜻
蛉

日
記
』（
藤
原
道
綱
母
）
や
『
枕
草
子
』（
清

少
納
言
）、『
更
級
日
記
』（
菅
原
孝
標
女
）
な

ど
の
名
だ
た
る
女
流
文
学
作
品
に
長
谷
寺
の

名
前
が
出
て
く
る
の
も
そ
れ
ゆ
え
と
い
え
ま

す
。
長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
菩
薩
像
は
三
丈

三
尺
（
約
10

メ
ー
ト
ル
）
あ
り
、
そ
の
威
容

は
見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
苦
悩

に
向
き
合
う
と
さ
れ
た
こ
の
観
音
菩
薩
の
前

で
、
女
性
た
ち
は
何 

を
願
い
、
祈
っ
た
の 

で
し
ょ
う
か
。 

長
谷
寺
が
あ
る
初
瀬
の
地
は
か
つ
て
「
隠

こ
も
り

国 く

の
泊

は
つ

瀬 せ

」
と
よ
ば
れ
、『
万
葉
集
』
ゆ
か
り

の
地
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
隠

こ
も
り

口 く

の 

泊
瀬
の
山
に 

照
る
月
は 

み
ち

昃
か
け

し
け
り 

人
の
常
無
き 

作
者
未
詳（
巻
７
・
１
２
７
０
） 

 

―
隠
口
の
泊
瀬
の
山
に
照
る
月
は
満
ち
欠

け
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
も
ま
た
常
無

き
こ
と
よ
。
― 

 

当
図
書
室
で
は
『
長
谷
寺

は

せ

で

ら

験
記

げ

ん

き

』
や
『
豊
山

ぶ

ざ

ん

長
谷
寺

は

せ

で

ら

拾
遺

し
ゅ
う
い

』
な
ど
長
谷
寺
に
関
す
る
資
料

や
、『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
資
料
、
ま
た
藤

原
道
長
の
筆
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
『
古

文
書
時
代
鑑

か
が
み

』
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
司
書 

藤
原
文
代
） 

※
万
葉
歌
及
び
口
語
訳
は
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文

付
』
に
よ
る
。 

〈
主
な
参
考
文
献
〉 

『
源
氏
物
語
３
』 

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
22

／
小
学
館
）

 

『
和
泉
式
部
日
記 

紫
式
部
日
記 

更
級
日

記 

讃
岐
典
侍
日
記
』 

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
26

／
小
学
館
）

 

『
新
版 

古
寺
巡
礼
奈
良
２ 

長
谷
寺
』 

（
小
野
塚
幾
澄
・
梅
原
猛
／
淡
交
社
） 

万
葉
図
書
・
情
報
室
だ
よ
り
65
号 

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す
。 

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。 

開
館
時
間
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時
半 

休
館
日
…
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
）・
年
末
年
始
・
展
示
替
日 

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
…
白
黒 

１
枚
10
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
ラ
ー
１
枚
50
円 

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
万
葉
図
書
・
情
報
室 

 

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
10 

 
 

０
７
４
４
‐
５
４
‐
１
８
５
０
（
代
） 
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